






















貴弘
ノート注釈
一番左

貴弘
ノート注釈
下がる。リン酸基の負電荷による反発がイオン強度をあげると低下し、構造が不安定になるため。

貴弘
ノート注釈
RNAが二次構造をとらないように

貴弘
ノート注釈
細胞内では塩化物イオン濃度が低いから。ClがH2Oに置換されることで正電荷を持つようになり、またアデニン・グアニンの7位窒素原子は求核性を持つためこのN原子とシスプラチンのPtが配位しやすくなる。

貴弘
ノート注釈
腫瘍細胞の膜に特異的に発現しているタンパクを探し、それに特異的に結合することで膜融合を起こすようなタンパク質を持つ小胞にシスプラチンを詰め込む。



貴弘
ノート注釈
1.リシンLys、ヒスチジンHis、アルギニンArg2.アスパラギン酸Asp、グルタミン酸Glu3.Val, Leu, Ile, Gly, Ala, Pro, Phe, Trp, Met4.Gly5.Ile, Thr,6.Asn (N結合型), Ser, Thr(O結合型)7.His8.Cys

貴弘
ノート注釈
1.Trp,Tyr. ランベルトベールの式より2a.正味の電荷が0となるpH2b.正に荷電した担体をカラムに詰め、低pHにし混合溶液を流す。その後pHを徐々に上げて5.2～7.8とすると、等電点5.2のタンパクは正に７．８のタンパクは負に帯電した状態となり、7.8のタンパクのみがトラップされ、他方は溶出する。その後更にpHを上げ7.8より高くすると7.8のタンパクも溶出し分離が完了する。3.プロテインキナーゼC、セリンとトレオニンのリン酸化4.ツーハイブリッド法、転写活性化因子GAL4のDNA結合ドメインにタンパクAを結合させ、GAL4のアクチベータドメインにタンパクBを結合させる。これらが相互作用するならば、GAL4のDNA結合ドメインとアクチベータドメインが近接し、GAL4下流の遺伝子が発現するため、その発現量を調べることでタンパクABが相互作用するか否かがわかる。5.酵素の活性中心以外の部位にエフェクター分子が結合すると、コンフォが変化し、触媒活性や複合体形成の平衡定数が変化すること。ヘモグロビンと酸素の結合。ヘモグロビン中の一つのヘムが酸素と結合すると、ヘモグのコンフォが変化し、他のヘムも酸素と結合しやすくなる。



貴弘
ノート注釈
オルニチン、シトルリン：アミノ酸、クラスリン：輸送小胞を覆うタンパク質、

貴弘
ノート注釈
A:一次構造、B:三次構造、C:二次構造

貴弘
ノート注釈
1.R=H2.構造が単純で変形しやすいため、ヘリックスに閉じ込めておくことがエントロピー的に不利になりやすいから（α炭素の回転の自由度が大きい）。側鎖が小さすぎ水素結合を形成しにくいから。

貴弘
ノート注釈
1.チロシンのリン酸化2.B:インスリン受容体は受容体チロシンキナーゼなのでシグナル受容後は自己リン酸化を起こす。C：プロテインキナーゼCはS,Tをリン酸化するがYはリン酸化しない。

貴弘
ノート注釈
1.ゲル濾過クロマトグラフィーでは、多孔性の担体によってタンパク質を分離する。分子量の大きなタンパク質は孔を通り抜けることが出来ず、結果的に速く溶出することになるが、小さなタンパク質は孔を通っていくため溶出が遅れるからである。2.タンパク質が担体と相互作用し吸着されるとき。タンパク質が糖鎖修飾され見かけの分子量が大きくなっているとき。

貴弘
ノート注釈
1.陰イオン性の界面活性剤2.タンパク質を変性させることで高次構造を失わせ、さらにタンパク質の分子量に比例した負電荷を与え、タンパク質の再度の折り畳みを防ぐ。3.＋4.タンパク質はSDSにより直線状となっている。このため分子ふるい効果により、分子量の小さいものほど移動度が大きくなる。

貴弘
ノート注釈
FLAGタグはそれに対する抗体が既に存在しているためわざわざ抗体を作成する必要がない。Hisタグは金属イオンと結合する力の特に強いHを複数つなげたものなのですごいつよい



貴弘
ノート注釈
1.DNAは２本鎖で二重らせん構造あるいは環状構造をとるが、RNAは一本鎖として存在する。DNAでは糖としてデオキシリボースを、RNAではリボースを用いる。以上は、DNAは長期にわたり保存されねばならないので化学的に安定である必要があり、一方RNAは一時的に作られ不要になれば直ちに分解できるよう不安定な構造にしておくのが望ましいからである。塩基としてアデニン、グアニン、シトシンは共通だが、最後の一つとしてDNAではチミンを、RNAではウラシルを用いる。RNAは酵素として働くことができる。2.DNAのpHによる変性を用いた方法。pHが9.2を超えると塩基間の水素結合が切断されDNAは一本鎖となる。この変性はDNAの分子量により効率が変化する。分子量が大きいDNAほど変性しやすく、逆に小さな閉環状プラスミドは超らせん構造をとり得ることも相まって変性しにく。NaOHで高pHにしたあと、酢酸Naで急激にpHを中性付近に戻すことで変性したゲノムDNAタンパク質SDSが不溶性の複合体を形成し沈殿する。ゲノムDNAは変性するがプラスミドは変性しない最適なpHで実験を行う。

貴弘
ノート注釈
A,B脱アミノ化A,C、アルキル化塩基、酸化延期、開環塩基、CC二重結合が単結合になった塩基が塩基除去修復経路により修復される。上記以外の大規模な損傷はヌクレオチド除去修復により修復される。カンプトテシンはトポイソメラーゼⅠを阻害しDNA一本鎖・二本鎖切断状態にする。



貴弘
ノート注釈
A:損傷を受けた分子を娘細胞に渡さないようにしているB:DNA修復タンパク遺伝子に変異C:○D:テロメア近傍のサブテロメア領域のメチル化とテロメア長に負の相関？E:F:先天的メチル化？G:ハンチンチン遺伝子の繰り返し配列が伸長することによるH:インプリンティング

貴弘
ノート注釈
シトシンの5位炭素がメチル化

貴弘
ノート注釈
どちらか一方の親からの遺伝子領域のDNAのみが選択的にメチル化され、転写が抑制されるから。



貴弘
ノート注釈
微小管：αチューブリンとβチューブリンからなるダイマーを構成単位とし、中空の管状構造をとる。三種の細胞骨格のうち最も太く長く直線的で硬い。細胞内で主に中心体から伸びており、極性を有しているため小胞輸送の道となる。また細胞分裂の際には紡錘体を形成し染色体を二分する。繊毛、鞭毛等。中間径フィラメント：アクチンと微小管の中間の半径を有するロープ状構造。中間径フィラメントを構成するタンパクは、ダイマーでコイルドコイルを形成し、それが四つ合わさったものを構成単位とする。その構成単位が多数よりあわさることでロープ状の構造となる。核膜を裏打ちし補強する核ラミナを構成するラミン、ヘミデスモソームなどから伸び、細胞に機械的強度を与える役割を持つ。アクチン：アクチン単量体が多数結合し二重らせんの繊維状構造をとる。最も細く柔軟である。極性を有し、筋細胞の収縮に関わる。また小胞輸送にも一部関与する。細胞が移動する際の仮足を伸ばすのもアクチンの役割である。

貴弘
ノート注釈
中間系フィラメント。極性がない。静的であるため、輸送に向かない。動的にあっちゃこっちゃうごけないとアレ

貴弘
ノート注釈
濁度測定法、粘度測定法

貴弘
ノート注釈
1.モータンは、ATP加水分解によるエネルギーによりコンフォメーションを変化させ、細胞骨格に結合した状態と離れた状態を交互に繰り返す。またその運動方向は細胞骨格の極性とモータンの性質により決定され、これにより一定方向に運動することが可能になる。「歩く」モータータンパクは一サイクルにおいて細胞骨格に結合している時間が長いため骨格から離れることなく連続的に運動でき、「走る」モータンは短いため連続的に運動できない。2.筋肉では多数のミオシンがより集まってミオシンフィラメントを構成している。こうして複数のミオシンが次々にアクチンと結合し引っ張ることで筋細胞の素早い収縮を可能にしている。鞭毛ではミオシンフィラメントは構成されないが筋細胞同様に多数のミオシンによる連続的な素早い運動が必要である。ひとつのミオシンが長時間アクチンに結合し続けると次のミオシンのアクチンへの結合が阻害され効率が低下する。これを避けるために「走る」モータンが使われる。一方、小胞輸送は確実に小胞を目的の場所まで届けることが重要であり、この場合モータンが骨格から離れている時間が長いと積荷を積んだ小胞が目的の場所まで届けられなくなる。これを避けるため小胞輸送では「歩く」モータンが用いられる。

貴弘
ノート注釈
1.糸状仮足：アクチンフィラメントの細い束を持つ構造。細胞から突出し、接着できるか否かを探索する。2.アクチンフィラメントの再構成、モータンにより引っ張られ移動



貴弘
ノート注釈
1.第一減数分裂では相同染色体が分離される。2.極体は卵に物質の供給を行うことなく最終的に退化・消滅する3.プロテステロンは女性ホルモンである。男性ホルモンであるアンドロゲンは精巣・卵巣・副腎から分泌される4.哺乳類の精子形成ではヒストンはプロタミンに置き換えられる5.○？6.





貴弘
ノート注釈
1.茎頂メリステム、根端メリステム、カルス、維管束形成層2.a.サイトカイニン、細胞分裂促進、老化抑制b.土壌中のNO3-を吸収しNH4+とするもしくは直接アンモニウムイオンを吸収し、そのアンモニウムイオンがまずGluと反応してGlnとなる。次にGlnはαケトグルタル酸にアミノ基を渡しGluとなる。Gluは各種化合物にアミノ基を渡しアミノ酸が合成される。3.光周性：植物が日の長さに応じて反応すること。フロリゲン：葉で作られ、茎頂メリステムに移動し花芽形成を誘導する物質



貴弘
ノート注釈
A:Ⅰ、B:Ⅱ、C:O2・H+、D:NADPH、E：ATP、F:炭素固定

貴弘
ノート注釈
電子伝達と同時にチラコイド内にプロトンが運び込まれ濃度勾配が生じる。この勾配を利用しプロトン輸送ATPシンターゼがADPをリン酸化しATPを合成する。

貴弘
ノート注釈
神のみぞ知る


























